
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（実施要綱は建災防本部HPか「建設の安全(号外)」（先月配布）をご覧ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

全国労働衛生週間は、今年で７３回を迎えました。 

宮城県内の労働者の健康診断有所見率は、64％となってお

り、心身の健康管理体制の充実が一段と重要となっておりま

す。各会員におかれましては、本週間を契機に、健康職場めざし

て、健康診断の事後措置の充実、快適な職場環境改善につい

て、一層のお取組をお願いします。 

週間：令和４年 10月 1日～10月７日 

あなたの健康があってこそ 

     笑顔があふれる健康職場 

 

 

宮城県内の労働災害の死傷者数は、8月末現在、全産業で、2244名と前年同期比485人

（27.6%）の増加なっております。これは、新型コロナウイルス感染症により、医療・社会

福祉施設等で休業が大幅に増加していることが大きな要因です。（保健衛生業死傷者数 716

名（前年同期比428名（148.6％）の増加） 

同感染症は未だ予断を許さない状況であり、各会員におかれましても、労働衛生週間を期

に、職場の感染症防止対策を再徹底いただきますようお願いいたします。 

新型コロナウイルス感染症対策の再徹底を 



建設従事者教育（通称6時間教育）は、不安全行動等の防

止を目的として、建災防が策定し、全国で実施しているも

のです。本教育は、国交省等発注機関から工事成績として

評価されております。 

この度、宮城県支部では、より効果的な不安全行動の防止

をめざして、VR（バーチャル・リアリティ（仮想現実））機

器を活用した事故体験教育を追加いたしました。VR体験の内

容は墜落災害、重機災害、土砂崩壊災害等多岐にわたります。 

〘6時間教育実施要領〙（令和4年度） 

 １ 実施単位 

 講習単位は、工事現場単位で、講師が現場事務所に出張します。受講人数は18名以上

（最大50名）で、複数の現場で合同実施することも可能です。 

 ２ 料金 

    基本受講料 ① 35名まで 人数×（6200円＋テキスト代（1500円程度））      

          ② 36名より  ①＋追加人数分のテキスト代のみ加算 

    VR教育実施の場合は上記料金に17,000円加算させていただきます。（令和5年3月末まではトラ

イアル期間として、当該加算費用は無料です。） 

 ３ お申し込み 

  建災防宮城県支部HPの各種様式ダウンロード№35の依頼書にて、なるべく開催１か月

前までにお申し込みください。 

 ４ 修了証 

  受講後は、受講者各自に修了証を発行するとともに、現場単位に実施結果報告書をお

渡しします。 

 

 

 

 

 

 

月給制等との比較、諸手当の

算入等最低賃金の計算方法

は、宮城労働局賃金室・監督署

に御確認ください。 

宮城県最低賃金が改定されました！ 

 令和４年 10月 1日から 時間額８８３円に 

(9月 30日までは時間額８５３円) 

建設従事者教育（6時間教育）に VR教材による事故体験教育を追加します！ 

（例）つくし工房 VR （NETIS 登録） 

厚生労働省「年次有給休暇

取得促進特設サイト」を御活

用ください！ 

年次有給休暇を取得しやすい環

境を整備するために役立つ情報を

紹介しています。 

11月より開始 


